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新
潟
大
学
農
学
部
附
属
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
村
松
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
村
松
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
は
、
五
泉
市
石
曽

根
（
旧
村
松
町
）
に
位
置
す
る
新
潟
大
学
農
学
部
の
教
育
・
研
究
施
設
で
あ
り
、そ
の
敷
地
は
、明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
か
ら
終
戦
（
昭

和
二
十[

一
九
四
五]

年
）
ま
で
の
四
十
九
年
間
、
陸
軍
の
練
兵
場
、
射
撃
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
地
図
や
資
料
、
聞
き
取
り
調
査
お
よ

び
現
在
も
残
る
敷
地
の
境
界
を
示
す
標
柱
な
ど
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
第
１
表
）。
地
域
と
軍
の
関
係
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
旧
軍
用

地
で
あ
っ
た
村
松
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
調
査
を
行
っ
た
中
村
元
氏
の
研
究
で
は
、
資
料
の
調
査
（
１
）
に
加
え
、
陸
軍
用
地
と
し
て
利
用
さ
れ

た
当
時
の
村
松
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
周
辺
地
域
を
知
る
大
学
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
お
よ
び
現
地
の
踏
査
が
行
わ
れ
、
管
理
宿
舎
棟
の
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東
側
に
位
置
す
る
利
用
さ
れ
て
い
な
い
山
林
の
中
に
、
当
時
の
塹
壕
と
類
似
す
る
堀
・
溝
状
の
落
ち
込
み
や
古
い
焼
き
物
、
ガ
ラ
ス
が
散

乱
し
て
い
る
場
所
が
確
認
さ
れ
た
（
中
村
二
〇
一
七
）。
ま
た
、終
戦
直
前
に
学
徒
が
動
員
さ
れ
る
な
ど
し
て
急
遽
造
成
さ
れ
た
村
松
（
秘

匿
）
飛
行
場
に
関
し
て
は
、
複
数
の
聞
き
取
り
対
象
者
が
当
時
の
練
兵
場
、
現
在
は
村
松
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
圃
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
場

所
に
滑
走
路
が
造
ら
れ
た
と
証
言
し
て
い
る
（
中
村
二
〇
二
一
：
十
八
～
六
十
頁
）。

　
そ
こ
で
、
村
松
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
敷
地
内
の
旧
陸
軍
に
関
す
る
遺
構
や
遺
物
の
確
認
を
目
的
と
し
た
発
掘
調
査
を
計
画
し
、
中
村
元
氏
お

よ
び
村
松
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
関
係
者
の
協
力
を
得
て
、
二
〇
一
九
年
・
二
〇
二
〇
年
に
新
潟
大
学
人
文
学
部
の
野
外
実
習
と
し
て
発
掘
調
査

を
実
施
、
二
〇
二
一
年
三
月
に
報
告
書
を
刊
行
し
た
（
２
）。
本
研
究
で
は
、
発
掘
調
査
で
判
明
し
た
遺
構
・
遺
物
に
つ
い
て
、
報
告
書
刊

行
後
に
実
施
し
た
地
中
レ
ー
ダ
探
査
（
Ｇ
Ｐ
Ｒ
）
の
計
測
デ
ー
タ
お
よ
び
空
中
写
真
・
地
形
図
・
聞
き
取
り
調
査
の
精
査
を
合
わ
せ
て
分

析
し
た
結
果
お
よ
び
今
回
の
調
査
を
例
と
し
て
、
戦
争
遺
跡
に
お
け
る
記
録
の
重
要
性
を
示
し
た
。

１
．
遺
跡
の
位
置
と
立
地

　
五
泉
市
は
新
潟
県
の
中
央
、
越
後
平
野
に
位
置
し
、
遺
跡
は
五
泉
駅
か
ら
南
へ
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
村
松
市
街
地
か
ら
東
へ
約
一
・

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
五
泉
市
石
曽
根
、
村
松
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
に
所
在
し
て
い
る
（
第
１
図
）。
敷
地
は
西
側
に
接
す
る
県
道
（
十
七
号
）

を
挟
ん
で
西
に
愛
宕
山
や
村
松
公
園
、
約
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
東
に
早
出
川
が
流
れ
、
周
囲
を
山
や
微
高
地
に
囲
ま

れ
た
平
坦
地
で
、
明
治
三
十
年
以
降
は
日
本
陸
軍
の
練
兵
場
・
射
撃
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
明
治
四
十
五
年
に
発
行
さ
れ
た
地
形

図
に
は
、こ
の
ほ
か
陸
軍
の
兵
舎
や
、病
院
（
３
）、墓
地
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、敷
地
東
側
の
一
角
に
は
、旧
陸
軍
の
所
有
地
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
す
石
製
の
標
柱
が
今
も
三
箇
所
に
残
る
。
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軍
用
飛
行
場
（
滑
走
路
）
の
調
査
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
第
三
圃
場
の
標
高
は
、
北
西
側
が
約
三
七
メ
ー
ト
ル
で
南
東
に
向
か
っ
て
高

く
な
っ
て
お
り
、
第
３
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
南
東
隅
は
約
三
十
九
メ
ー
ト
ル
、
敷
地
の
南
側
に
位
置
す
る
山
林
内
の
調
査
地
点
は
約

四
十
四
～
四
十
六
メ
ー
ト
ル
で
、
南
東
か
ら
北
西
へ
の
傾
斜
が
認
め
ら
れ
る
（
第
２
図
）。

２
．
発
掘
調
査
の
概
要

　
発
掘
調
査
は
、
山
林
内
の
堀
・
溝
状
遺
構
お
よ
び
近
現
代
遺
物
の
集
積
、
そ
し
て
圃
場
（
旧
練
兵
場
）
に
つ
く
ら
れ
た
軍
用
飛
行
場
（
滑

走
路
）
を
対
象
と
し
、
遺
構
の
一
部
を
掘
削
す
る
ト
レ
ン
チ
調
査
に
よ
っ
て
、
土
層
の
堆
積
や
出
土
遺
物
の
分
析
を
実
施
し
た
（
新
潟
大

学
考
古
学
研
究
室
二
〇
二
一
：
六
十
一
～
一
二
三
頁
）。
そ
の
結
果
（
第
３
図
）、
山
林
内
の
堀
・
溝
状
遺
構
Ｓ
Ｄ
０
１
の
第
１
ト
レ
ン
チ

で
は
、
遺
構
の
立
ち
上
が
り
に
自
然
堆
積
層
の
黒
褐
色
土
（
Ⅱ
層
）
と
黄
褐
色
土
（
Ⅲ
層
）
の
混
合
土
を
確
認
、
こ
れ
は
遺
構
構
築
時
に

掘
削
さ
れ
た
土
が
、
両
側
に
盛
土
さ
れ
る
状
況
を
示
し
て
お
り
、
こ
う
い
っ
た
土
層
堆
積
や
直
行
す
る
溝
に
別
の
溝
が
複
数
接
続
す
る
形

状
な
ら
び
に
規
模
（
聞
き
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
深
さ
約
一
・
六
～
一
・
七
メ
ー
ト
ル
）、
戦
後
も
現
在
の
山
林
内
の
一
部
に
塹
壕
が
残
っ
て

い
た
と
い
う
証
言
な
ど
か
ら
塹
壕
跡
と
判
断
し
た
。

　
ま
た
、
近
現
代
遺
物
の
集
積
（
Ｓ
Ｕ
０
１
・
Ｓ
Ｕ
０
２
）
は
、
昭
和
十
七
年
発
行
の
五
銭
硬
貨
、
昭
和
十
五
年
～
昭
和
二
十
一
年
頃
に

製
作
さ
れ
た
統
制
陶
器
（
４
）
や
商
標
、
商
品
名
が
分
か
る
薬
品
・
化
粧
品
の
瓶
、
歯
磨
き
容
器
な
ど
の
年
代
観
か
ら
、
昭
和
一
〇
～
三
十

年
代
が
主
体
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
Ｓ
Ｕ
０
１
は
使
用
済
み
の
ア
ン
プ
ル
や
注
射
器
、
医
療
用
お
よ
び
飲
料
、
食
品
、
化
粧
品
関
連
の

ガ
ラ
ス
瓶
、
型
板
・
す
り
ガ
ラ
ス
を
含
む
板
ガ
ラ
ス
と
い
っ
た
大
量
の
ガ
ラ
ス
製
品
を
主
体
と
し
て
、
陶
磁
器
や
煉
瓦
、
被
熱
し
て
溶
融

し
た
ス
ラ
グ
状
の
固
体
が
み
ら
れ
、
Ｓ
Ｕ
０
２
は
陶
磁
器
を
主
体
と
す
る
資
料
群
で
あ
る
。
両
方
の
集
積
は
戦
後
の
廃
棄
で
あ
り
、
製
品
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の
種
類
に
よ
る
分
布
の
偏
り
や
時
期
差
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
括
と
し
て
廃
棄
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
Ｓ
Ｕ

０
１
に
関
し
て
は
ガ
ラ
ス
製
品
が
主
体
で
あ
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
破
片
や
被
熱
し
た
ガ
ラ
ス
も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
ガ
ラ
ス
の
リ
サ

イ
ク
ル
が
本
格
化
す
る
前
の
時
代
に
お
け
る
廃
棄
と
し
て
、
燃
え
残
っ
た
ス
ラ
グ
や
不
燃
物
の
ガ
ラ
ス
、
陶
磁
器
な
ど
が
人
目
に
つ
か
な

い
山
林
内
に
捨
て
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
軍
用
飛
行
場（
滑
走
路
）を
対
象
と
し
た
圃
場
で
は
、第
１
ト
レ
ン
チ
で
地
表
面
下
約
一
メ
ー
ト
ル
に
底
部
が
構
築
さ
れ
る
溝
状
遺
構（
Ｓ

Ｄ
０
２
）
を
検
出
し
、
第
２
・
第
３
ト
レ
ン
チ
に
お
い
て
も
同
様
に
落
込
み
と
そ
の
上
部
の
滑
走
路
造
成
に
関
連
す
る
と
推
測
さ
れ
る
黒

色
土
層
を
確
認
し
た
（
第
４
図
）。
黒
色
土
層
は
締
り
が
強
く
、
ロ
ー
ム
粒
・
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
が
含
ま
れ
、
第
１
・
第
３
ト
レ
ン
チ
南

壁
面
で
は
、
黒
色
土
層
の
間
に
直
径
一
～
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
円
礫
と
砂
が
主
体
と
な
る
砂
礫
層
が
認
め
ら
れ
る
。
秘
匿
飛
行
場
に

関
す
る
記
録
類
に
は
、滑
走
路
「
砂
利
敷
き
」、河
原
か
ら
砂
や
砂
利
を
運
び
、畑
に
撒
い
て
地
な
ら
し
を
し
た
、な
ど
の
記
載
が
あ
り
（
５
）、

地
質
を
専
門
と
す
る
卜
部
厚
志
氏
に
よ
っ
て
、
地
層
の
累
重
に
よ
る
過
重
を
受
け
る
深
さ
で
は
な
い
黒
色
土
層
に
含
ま
れ
る
ロ
ー
ム
（
質

の
シ
ル
ト
）
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
下
位
層
よ
り
硬
質
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
扁
平
な
形
状
と
し
て
観
察
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

人
為
的
な
転
圧
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
砂
礫
層
を
含
む
層
状
の
形
態
が
地
盤
の
強
度
を
得
る
た
め
の
整
地
で
あ
る
可
能
性
が
示
さ
れ

て
い
る
（
新
潟
大
学
考
古
学
研
究
室
二
〇
二
一
：
一
一
三
～
一
一
七
頁
）。
な
お
、
こ
の
砂
礫
層
は
Ⅲ
層
下
に
認
め
ら
れ
る
ロ
ー
ム
を
含

む
砂
礫
層
（
Ⅳ
層
）
と
は
異
な
り
、
砂
と
礫
が
主
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
隣
の
河
川
か
ら
運
ば
れ
、
土
を
固
め
、
陥
没
や
ぬ
か
る
み
を

防
ぐ
目
的
で
使
用
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
村
松
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
関
係
者
に
よ
れ
ば
、
昔
、
圃
場
の
す
き
込
み
の
際
に
出
て
き
た
石
を

ま
と
め
て
廃
棄
し
た
と
い
う
内
容
が
あ
り
、
砂
礫
層
は
圃
場
に
広
く
分
布
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
い
ず
れ
の
調
査
地
点
に
お

い
て
も
、
旧
軍
関
連
と
判
断
で
き
る
遺
物
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
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３
．
聞
き
取
り
調
査
お
よ
び
空
中
写
真
、
地
形
図
か
ら
み
る
村
松
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
変
遷

　
硫
黄
島
お
よ
び
沖
縄
陥
落
後
の
昭
和
二
十
年
四
月
以
降
、
日
本
軍
は
敵
の
本
土
上
陸
を
想
定
し
て
、
全
国
の
主
要
飛
行
場
以
外
に
、
空

中
か
ら
の
発
見
を
避
け
る
偽
装
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
「
秘
匿
飛
行
場
」
お
よ
び
航
空
機
や
燃
料
、
弾
薬
な
ど
を
分
散
し
て
収
容
す
る
た
め
の

施
設
の
整
備
を
進
め
た
。

　
飛
行
場
の
候
補
地
は
、
滑
走
路
を
造
成
す
る
た
め
土
の
質
や
排
水
が
良
好
で
あ
る
こ
と
、
飛
行
機
の
隠
蔽
に
適
し
た
地
形
と
し
て
周
囲

に
山
や
森
林
が
あ
り
、
ト
ン
ネ
ル
掘
削
が
で
き
る
地
形
・
地
質
の
あ
る
場
所
が
推
奨
さ
れ
た
。
ま
た
、
地
上
に
す
で
に
あ
る
も
の
の
利
用

を
前
提
と
し
て
、
例
え
ば
耕
地
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
飛
行
場
の
周
辺
を
不
整
形
に
し
て
直
線
部
を
な
く
す
、
飛
行
場
内
は
付
近
の
耕

作
地
と
同
様
に
芝
を
植
え
る
、在
来
の
道
路
は
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
、と
い
っ
た
偽
装
の
指
示
を
資
料
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
（
星

野
一
九
四
四
）。

　
新
潟
県
の
主
要
飛
行
場
は
東
区
の
新
潟
飛
行
場
（
現
在
の
新
潟
空
港
）、
秘
匿
飛
行
場
と
し
て
記
録
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
西
区
の
山

田
島
飛
行
場
、
南
魚
沼
市
の
八
色
原
飛
行
場
、
そ
し
て
村
松
飛
行
場
で
あ
る
（
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
一
九
六
八
）（
第
５
図
、
第

２
表
）。

　
い
ず
れ
の
飛
行
場
も
昭
和
二
十
年
の
五
、六
月
頃
に
着
工
し
、
八
月
十
五
日
（
終
戦
）
ま
で
に
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る
（
村
松
町
史
編
纂

委
員
会
一
九
八
二
、小
出
町
教
育
委
員
会
一
九
九
八
、黒
埼
町
二
〇
〇
〇
）。
滑
走
路
の
範
囲
は
、八
色
原
飛
行
場
で
は
幅
五
十
メ
ー
ト
ル
、

長
さ
千
五
百
メ
ー
ト
ル
、
村
松
飛
行
場
は
練
兵
場
か
ら
菅
名
地
区
に
か
け
て
約
三
十
町
歩
（
約
三
十
万
平
方
メ
ー
ト
ル
）
と
報
じ
ら
れ
て

お
り
、現
在
の
村
松
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
敷
地
（
約
二
十
七
万
平
方
メ
ー
ト
ル
）
よ
り
広
い
範
囲
が
飛
行
場
用
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
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３
．
聞
き
取
り
調
査
お
よ
び
空
中
写
真
、
地
形
図
か
ら
み
る
村
松
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
変
遷

　
硫
黄
島
お
よ
び
沖
縄
陥
落
後
の
昭
和
二
十
年
四
月
以
降
、
日
本
軍
は
敵
の
本
土
上
陸
を
想
定
し
て
、
全
国
の
主
要
飛
行
場
以
外
に
、
空

中
か
ら
の
発
見
を
避
け
る
偽
装
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
「
秘
匿
飛
行
場
」
お
よ
び
航
空
機
や
燃
料
、
弾
薬
な
ど
を
分
散
し
て
収
容
す
る
た
め
の

施
設
の
整
備
を
進
め
た
。

　
飛
行
場
の
候
補
地
は
、
滑
走
路
を
造
成
す
る
た
め
土
の
質
や
排
水
が
良
好
で
あ
る
こ
と
、
飛
行
機
の
隠
蔽
に
適
し
た
地
形
と
し
て
周
囲

に
山
や
森
林
が
あ
り
、
ト
ン
ネ
ル
掘
削
が
で
き
る
地
形
・
地
質
の
あ
る
場
所
が
推
奨
さ
れ
た
。
ま
た
、
地
上
に
す
で
に
あ
る
も
の
の
利
用

を
前
提
と
し
て
、
例
え
ば
耕
地
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
飛
行
場
の
周
辺
を
不
整
形
に
し
て
直
線
部
を
な
く
す
、
飛
行
場
内
は
付
近
の
耕

作
地
と
同
様
に
芝
を
植
え
る
、在
来
の
道
路
は
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
、と
い
っ
た
偽
装
の
指
示
を
資
料
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
（
星

野
一
九
四
四
）。

　
新
潟
県
の
主
要
飛
行
場
は
東
区
の
新
潟
飛
行
場
（
現
在
の
新
潟
空
港
）、
秘
匿
飛
行
場
と
し
て
記
録
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
西
区
の
山

田
島
飛
行
場
、
南
魚
沼
市
の
八
色
原
飛
行
場
、
そ
し
て
村
松
飛
行
場
で
あ
る
（
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
一
九
六
八
）（
第
５
図
、
第

２
表
）。

　
い
ず
れ
の
飛
行
場
も
昭
和
二
十
年
の
五
、六
月
頃
に
着
工
し
、
八
月
十
五
日
（
終
戦
）
ま
で
に
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る
（
村
松
町
史
編
纂

委
員
会
一
九
八
二
、小
出
町
教
育
委
員
会
一
九
九
八
、黒
埼
町
二
〇
〇
〇
）。
滑
走
路
の
範
囲
は
、八
色
原
飛
行
場
で
は
幅
五
十
メ
ー
ト
ル
、

長
さ
千
五
百
メ
ー
ト
ル
、
村
松
飛
行
場
は
練
兵
場
か
ら
菅
名
地
区
に
か
け
て
約
三
十
町
歩
（
約
三
十
万
平
方
メ
ー
ト
ル
）
と
報
じ
ら
れ
て

お
り
、現
在
の
村
松
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
敷
地
（
約
二
十
七
万
平
方
メ
ー
ト
ル
）
よ
り
広
い
範
囲
が
飛
行
場
用
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
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な
お
、
山
田
島
飛
行
場
は
全
て
人
力
、
八
色
原
飛
行
場
と
村
松
飛
行
場
で
は
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
や
ロ
ー
ラ
ー
な
ど
の
重
機
が
導
入
さ
れ
て
い

る
。

　
聞
き
取
り
調
査
で
は
（
新
潟
大
学
考
古
学
研
究
室
二
〇
二
一
：
十
八
～
六
十
頁
）、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
村
松
に
生
ま
れ
、
新
潟

農
専
第
一
期
生
で
あ
る
羽
田
清
五
郎
氏
、同
じ
く
村
松
出
身
で
昭
和
七（
一
九
三
二
）年
生
ま
れ
、旧
制
村
松
中
学
校
在
校
時
に
飛
行
場（
滑

走
路
）
造
成
作
業
に
従
事
し
た
佐
藤
峰
雄
氏
、
新
潟
大
学
農
学
部
附
属
村
松
農
場
（
後
の
村
松
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
元
技
術
職
員
の
中
山
昇

氏
（
昭
和
二
十
一[

一
九
四
六]

年
生
ま
れ
）、
元
技
術
職
員
の
石
本
光
明
氏
（
昭
和
二
十
九[

一
九
五
四]

年
生
ま
れ
）
ら
に
よ
る
陸

軍
練
兵
場
、
射
撃
場
、
飛
行
場
に
関
す
る
聴
取
に
よ
っ
て
、
当
時
の
様
子
を
示
す
具
体
的
な
証
言
が
得
ら
れ
た
（
第
３
表
）。

　
子
ど
も
の
頃
に
練
兵
場
に
出
入
り
で
き
た
羽
田
氏
、
佐
藤
氏
の
内
容
に
は
、
重
複
す
る
事
柄
が
認
め
ら
れ
る
。
練
兵
場
に
は
塹
壕
に
よ

る
起
伏
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
っ
て
野
芝
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
塹
壕
は
蛇
行
す
る
よ
う
な
形
状
で
深
さ
は
一
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
メ
ー
ト
ル

六
十
、七
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
、
射
撃
場
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
土
塁
で
つ
く
っ
た
壕
が
（
い
く
つ
か
）
あ
る
。
飛
行
場
滑
走
路
の

造
成
で
は
地
な
ら
し
機
（
モ
ー
タ
ー
グ
レ
ー
ダ
ー
）
や
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
、
ロ
ー
ラ
ー
な
ど
複
数
台
の
重
機
を
使
用
す
る
大
人
に
加
え
、
学

徒
動
員
と
し
て
参
加
し
て
い
た
中
学
生
が
、
シ
ャ
ベ
ル
や
ト
ロ
ッ
コ
を
用
い
て
人
力
で
凸
凹
し
た
塹
壕
を
埋
め
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
押
し

切
れ
な
い
土
の
山
を
な
ら
し
、
そ
こ
に
芝
を
植
え
、
ロ
ー
ラ
ー
で
平
ら
に
し
た
。
戦
後
、
練
兵
場
は
人
力
お
よ
び
ト
ラ
ク
タ
ー
で
開
墾
し

た
が
、
そ
こ
か
ら
軍
関
係
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
出
て
こ
な
か
っ
た
。
戦
後
、
村
松
農
場
（
新
潟
大
学
附
属
）
の
時
期
に
は
、
塹
壕
や
防
空

壕
が
ま
だ
残
っ
て
い
た
と
い
う
。
射
撃
場
の
構
造
に
つ
い
て
、
佐
藤
氏
に
よ
る
「
コ
ン
ク
リ
と
盛
り
上
が
っ
た
土
手
の
よ
う
な
つ
く
り
の

壕
が
あ
り
、
そ
こ
に
兵
隊
が
腹
ば
い
で
盛
り
上
が
っ
た
的
に
向
か
っ
て
撃
つ
」
羽
田
氏
に
よ
る
「
土
塁
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
的
が
あ
っ
た
」

と
い
う
証
言
お
よ
び
佐
藤
氏
が
描
い
た
ス
ケ
ッ
チ
を
元
に
ト
レ
ー
ス
し
た
模
式
図
を
第
６
図
に
示
す
。

　
各
施
設
の
範
囲
に
つ
い
て
（
第
７
図
）、
明
治
四
十
五
年
（
明
治
四
十
四
年
測
図
）
に
発
行
さ
れ
た
地
形
図
に
は
、
陸
軍
兵
営
、
病
院
、
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練
兵
場
、
射
撃
場
、
墓
地
（
６
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
練
兵
場
・
射
撃
場
は
方
形
の
区
画
で
、
射
撃
場
に
は
直
行
す
る
五
条
の
土
堤
・
堀
が

み
ら
れ
、
愛
宕
山
に
接
す
る
部
分
に
も
、
土
塁
や
堀
を
示
す
記
号
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
軍
用
地
を
含
む
一
帯
は
明
治
三
十
年
以
前
に

は
茶
畑
で
あ
り
、
明
治
四
十
四
年
に
な
っ
て
も
、
各
施
設
の
周
辺
は
茶
畑
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
昭
和
九
年
（
昭
和
六
年
修
正
測
図
）
発
行
の
地
形
図
で
は
、
練
兵
場
南
側
の
ラ
イ
ン
が
消
失
し
、
射
撃
場
と
の
間
お
よ
び
県
道

を
挟
ん
で
西
側
、
射
撃
場
の
南
側
の
敷
地
が
荒
地
と
な
っ
て
い
る
。
訓
練
と
し
て
新
た
に
塹
壕
や
道
を
掘
っ
て
い
た
こ
と
、
戦
後
の
村
松

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
敷
地
内
の
山
林
や
荒
れ
地
（
明
治
四
十
五
年
発
行
の
地
形
図
で
は
茶
畑
と
し
て
利
用
）
に
は
塹
壕
が
残
っ
て
い
た
と
い
う

証
言
か
ら
、
塹
壕
が
構
築
さ
れ
た
範
囲
は
、
軍
用
地
と
し
て
各
施
設
が
構
築
さ
れ
た
明
治
三
十
年
以
降
、
昭
和
二
十
年
ま
で
に
練
兵
場
・

射
撃
場
を
中
心
と
す
る
周
辺
の
荒
れ
地
に
拡
大
し
た
と
推
測
さ
れ
る
（
第
７
図
）。
な
お
、
昭
和
四
十
三
年
に
改
測
さ
れ
た
地
形
図
か
ら
、

飛
行
場
滑
走
路
の
範
囲
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
終
戦
翌
年
の
昭
和
二
十
一
年
、
米
軍
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
新
津
の
空
中
写
真
に
は
、
射
撃
場
の
敷
地
お
よ
び
交
差
す
る
よ
う
に
村
松

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
圃
場
に
向
か
っ
て
南
北
に
幅
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
約
七
〇
〇
～
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
が
白
色
の
ラ
イ
ン
と
し

て
認
め
ら
れ
る
（
第
８
図
）。
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
飛
行
場
造
成
を
理
由
に
兵
舎
裏
の
畑
が
買
収
さ
れ
た
こ
と
、
滑
走
路
は
練
兵
場
か

ら
リ
ン
ゴ
園
の
手
前
ぐ
ら
い
ま
で
斜
め
に
造
ら
れ
、
兵
舎
の
裏
を
通
り
、
熊
野
堂
（
兵
営
の
北
東
）
の
手
前
ま
で
、
ま
た
練
兵
場
と
同
様

に
、
射
撃
場
に
つ
い
て
も
同
じ
く
平
ら
に
均
し
た
と
す
る
証
言
が
あ
る
。
空
中
写
真
お
よ
び
聞
き
取
り
調
査
に
よ
っ
て
滑
走
路
の
範
囲
を

推
定
し
、
昭
和
九
年
発
行
の
地
形
図
に
示
し
た
も
の
が
第
６
図
、
滑
走
路
の
幅
は
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
は
最
大
約
一
二
〇
〇
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。

　
海
軍
施
設
本
部
の
新
設
秘
密
航
空
基
地
施
設
要
領
（
昭
和
二
十
年
六
月
）
に
は
、
秘
匿
飛
行
場
の
滑
走
路
は
幅
三
十
メ
ー
ト
ル
、
長
さ

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
整
地
転
圧
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
南
魚
沼
市
の
八
色
原
飛
行
場
で
は
幅
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
一
五
〇
〇
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練
兵
場
、
射
撃
場
、
墓
地
（
６
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
練
兵
場
・
射
撃
場
は
方
形
の
区
画
で
、
射
撃
場
に
は
直
行
す
る
五
条
の
土
堤
・
堀
が

み
ら
れ
、
愛
宕
山
に
接
す
る
部
分
に
も
、
土
塁
や
堀
を
示
す
記
号
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
軍
用
地
を
含
む
一
帯
は
明
治
三
十
年
以
前
に

は
茶
畑
で
あ
り
、
明
治
四
十
四
年
に
な
っ
て
も
、
各
施
設
の
周
辺
は
茶
畑
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
昭
和
九
年
（
昭
和
六
年
修
正
測
図
）
発
行
の
地
形
図
で
は
、
練
兵
場
南
側
の
ラ
イ
ン
が
消
失
し
、
射
撃
場
と
の
間
お
よ
び
県
道

を
挟
ん
で
西
側
、
射
撃
場
の
南
側
の
敷
地
が
荒
地
と
な
っ
て
い
る
。
訓
練
と
し
て
新
た
に
塹
壕
や
道
を
掘
っ
て
い
た
こ
と
、
戦
後
の
村
松

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
敷
地
内
の
山
林
や
荒
れ
地
（
明
治
四
十
五
年
発
行
の
地
形
図
で
は
茶
畑
と
し
て
利
用
）
に
は
塹
壕
が
残
っ
て
い
た
と
い
う

証
言
か
ら
、
塹
壕
が
構
築
さ
れ
た
範
囲
は
、
軍
用
地
と
し
て
各
施
設
が
構
築
さ
れ
た
明
治
三
十
年
以
降
、
昭
和
二
十
年
ま
で
に
練
兵
場
・

射
撃
場
を
中
心
と
す
る
周
辺
の
荒
れ
地
に
拡
大
し
た
と
推
測
さ
れ
る
（
第
７
図
）。
な
お
、
昭
和
四
十
三
年
に
改
測
さ
れ
た
地
形
図
か
ら
、

飛
行
場
滑
走
路
の
範
囲
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
終
戦
翌
年
の
昭
和
二
十
一
年
、
米
軍
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
新
津
の
空
中
写
真
に
は
、
射
撃
場
の
敷
地
お
よ
び
交
差
す
る
よ
う
に
村
松

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
圃
場
に
向
か
っ
て
南
北
に
幅
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
約
七
〇
〇
～
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
が
白
色
の
ラ
イ
ン
と
し

て
認
め
ら
れ
る
（
第
８
図
）。
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
飛
行
場
造
成
を
理
由
に
兵
舎
裏
の
畑
が
買
収
さ
れ
た
こ
と
、
滑
走
路
は
練
兵
場
か

ら
リ
ン
ゴ
園
の
手
前
ぐ
ら
い
ま
で
斜
め
に
造
ら
れ
、
兵
舎
の
裏
を
通
り
、
熊
野
堂
（
兵
営
の
北
東
）
の
手
前
ま
で
、
ま
た
練
兵
場
と
同
様

に
、
射
撃
場
に
つ
い
て
も
同
じ
く
平
ら
に
均
し
た
と
す
る
証
言
が
あ
る
。
空
中
写
真
お
よ
び
聞
き
取
り
調
査
に
よ
っ
て
滑
走
路
の
範
囲
を

推
定
し
、
昭
和
九
年
発
行
の
地
形
図
に
示
し
た
も
の
が
第
６
図
、
滑
走
路
の
幅
は
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
は
最
大
約
一
二
〇
〇
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。

　
海
軍
施
設
本
部
の
新
設
秘
密
航
空
基
地
施
設
要
領
（
昭
和
二
十
年
六
月
）
に
は
、
秘
匿
飛
行
場
の
滑
走
路
は
幅
三
十
メ
ー
ト
ル
、
長
さ

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
整
地
転
圧
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
南
魚
沼
市
の
八
色
原
飛
行
場
で
は
幅
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
一
五
〇
〇
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メ
ー
ト
ル
、
全
国
で
は
幅
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
一
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
様
々
な
規
模
が
み
ら
れ
（
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室

一
九
六
八
）、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
の
御
勅
使
河
原
秘
匿
飛
行
場
の
滑
走
路
造
成
で
は
、
幅
一
〇
〇
メ
ー

ト
ル
、
長
さ
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
平
坦
面
が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
南
ア
ル
プ
ス
市
教
育
委
員
会
二
〇
〇
七
）、
村
松
飛
行
場

に
関
し
て
も
幅
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
規
模
が
想
定
で
き
る
。

　
滑
走
路
造
成
の
工
程
に
つ
い
て
、
凹
凸
が
あ
る
練
兵
場
を
重
機
や
人
力
（
シ
ャ
ベ
ル
や
ト
ロ
ッ
コ
で
土
を
移
動
し
て
）
で
均
し
、
芝
を

植
え
て
、ロ
ー
ラ
ー
で
平
ら
に
し
た
と
い
う
証
言
が
あ
る
。秘
匿
飛
行
場
の
建
設
に
関
す
る
当
時
の
資
料
に
は
、飛
行
場
の
偽
装
に
つ
い
て
、

周
囲
の
地
形
や
植
生
の
中
で
目
立
た
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
一
面
均
一
な
芝
生
の
区
画
お
よ
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
に
よ
っ
て
「
白

色
の
一
線
」
と
な
る
滑
走
路
は
、
夜
間
に
お
い
て
も
上
空
か
ら
明
瞭
な
目
標
と
し
て
被
害
を
受
け
る
た
め
、
飛
行
場
滑
走
路
、
格
納
庫
な

ど
は
周
囲
の
地
形
に
混
同
す
る
よ
う
な
あ
り
方
、
例
え
ば
「
畑
地
と
草
地
が
混
在
す
る
様
な
場
所
で
、
草
地
に
接
し
て
設
け
れ
ば
、
飛
行

場
の
四
季
に
よ
る
色
彩
の
変
化
が
草
地
に
近
い
か
ら
、
割
に
目
立
ち
難
い
」
と
記
述
さ
れ
る
（
星
野
一
九
四
四
：
一
一
八
～
一
二
一
頁
）。

練
兵
場
に
芝
が
植
え
ら
れ
た
本
来
の
目
的
は
、
土
埃
や
ぬ
か
る
み
、
塹
壕
盛
土
の
崩
落
防
止
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
聞
き
取
り
で
は

警
戒
警
報
が
鳴
る
と
滑
走
路
に
大
き
な
木
を
植
え
た
植
木
鉢
を
置
い
て
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
し
た
と
い
う
。
練
兵
場
・
射
撃
場
の
周
囲
は
茶

畑
や
山
林
で
あ
り
、
滑
走
路
に
芝
を
植
え
る
こ
と
で
「
畑
地
と
草
地
が
混
在
す
る
」
様
な
場
所
と
し
て
、
ま
た
二
本
の
滑
走
路
（
練
兵
場
・

射
撃
場
）
が
県
道
を
含
む
数
本
の
道
に
か
か
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
先
に
あ
げ
た
秘
匿
飛
行
場
の
偽
装
を
指
示
す
る
「
飛
行
場
内
は
付
近

の
耕
作
地
と
同
様
に
芝
を
植
え
る
」「
在
来
の
道
路
は
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
」
と
い
う
内
容
と
一
致
し
て
お
り
、
滑
走
路
が
道
で
区
切
ら

れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
っ
た
あ
り
方
が
分
か
る
。

　
な
お
、
先
述
し
た
御
勅
使
河
原
飛
行
場
で
は
、
滑
走
路
予
定
地
両
側
の
土
地
を
掘
削
し
、
そ
の
土
を
盛
上
げ
て
滑
走
路
が
造
成
さ
れ
た

こ
と
や
、
微
高
地
を
削
平
し
、
別
の
場
所
に
盛
土
し
て
い
る
と
い
っ
た
構
築
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
南
ア
ル
プ
ス
市
教
育
委
員
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会
二
〇
〇
七
）。
村
松
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
練
兵
場
・
射
撃
場
で
あ
っ
た
滑
走
路
の
想
定
範
囲
は
、
塹
壕
や
土
塁
の
起
伏
を
均
す
こ
と
で
ほ

ぼ
平
坦
な
状
態
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、圃
場
の
標
高
は
南
東
の
山
林
よ
り
六
・
七
メ
ー
ト
ル
低
く
、北
西
に
向
か
っ
て
傾
斜
、

調
査
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
第
３
圃
場
で
も
、
東
側
に
設
定
し
た
第
３
ト
レ
ン
チ
か
ら
西
側
の
第
１
ト
レ
ン
チ
に
向
か
っ
て
低
く
な
っ
て

い
る
（
第
９
図
）。
ま
た
、
昭
和
二
十
年
以
降
の
地
形
図
や
空
中
写
真
か
ら
は
、
飛
行
場
滑
走
路
の
想
定
範
囲
が
周
辺
地
形
よ
り
も
高
く

盛
土
さ
れ
た
痕
跡
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
滑
走
路
は
本
来
の
地
形
に
沿
う
よ
う
に
、
北
側
に
向
か
っ
て
傾
斜
し
て
い
た
可
能
性
が

高
い
。

　
昭
和
二
十
一
年
六
月
十
六
日
に
米
軍
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
空
中
写
真
に
は
（
第
８
図
）、
先
述
し
た
滑
走
路
と
推
測
さ
れ
る
二
本
の

白
色
ラ
イ
ン
と
、
八
幡
通
り
か
ら
圃
場
を
通
っ
て
県
道
に
抜
け
る
二
本
の
道
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
射
撃
場
の
敷
地
に
は
直
行
す
る
白

線
が
あ
り
、
こ
れ
は
佐
藤
氏
の
証
言
に
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
土
塁
で
つ
く
ら
れ
た
壕
の
上
部
と
み
ら
れ
、
こ
の
場
所
が
滑
走
路
と
し
て

造
成
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
重
機
で
起
伏
が
均
さ
れ
た
後
も
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
一
部
が
露
出
し
た
状
態
で
あ
り
、
現
在
も
地
下
に
構
造
物

が
残
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
に
は
、
圃
場
に
あ
っ
た
道
が
消
失
し
、
圃
場
や
射
撃
場
は
そ
の
区
画
に
沿
っ
て

短
冊
状
に
細
分
さ
れ
る
。
昭
和
三
十
一
年
五
月
以
降
、
現
在
の
村
松
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
圃
場
以
外
の
部
分
お
よ
び
県
道
を
挟
ん
だ
西
側
の
敷

地
一
帯
が
山
林
と
な
り
、
昭
和
四
〇
年
に
は
圃
場
の
区
画
が
統
合
さ
れ
、
方
形
の
区
画
と
な
る
。
そ
の
後
、
山
林
の
一
部
が
伐
採
さ
れ
、

昭
和
五
十
三
年
か
ら
新
設
さ
れ
た
管
理
宿
舎
棟
や
牛
舎
、
農
具
舎
な
ど
が
昭
和
五
十
八
年
の
写
真
で
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
平
成
二
十
一

年
に
な
る
と
現
在
の
村
松
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
変
わ
ら
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

　
特
に
注
目
さ
れ
る
痕
跡
と
し
て
、
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
十
三
日
の
空
中
写
真
に
は
、
圃
場
の
中
央
部
分
に
県
道
か
ら
北
東
方
向
に
一

条
の
白
い
ラ
イ
ン
、そ
れ
に
直
行
し
て
南
に
蛇
行
し
な
が
ら
伸
び
る
三
条
の
ラ
イ
ン
が
認
め
ら
れ
る
（
第
８
図
、昭
和
二
十
二
年
破
線
内
）。

こ
れ
と
同
じ
痕
跡
が
、
昭
和
二
十
三
年
十
一
月
、
昭
和
三
十
一
年
五
月
の
写
真
に
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
地
形
図
や
昭
和
二
十
一
年
の
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会
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空
中
写
真
に
は
こ
の
ラ
イ
ン
を
示
す
も
の
は
確
認
で
き
な
い
。
整
然
と
区
画
さ
れ
た
圃
場
を
不
自
然
に
横
切
る
こ
の
白
い
ラ
イ
ン
に
つ
い

て
、
埋
没
し
た
遺
跡
で
よ
く
み
ら
れ
る
ク
ロ
ッ
プ
マ
ー
ク
（
作
物
痕
。
農
地
な
ど
で
生
育
す
る
植
物
の
生
育
度
合
い
の
差
に
よ
っ
て
み
ら

れ
る
模
様
）
の
可
能
性
が
高
い
。

　
な
お
、
旧
軍
用
地
は
戦
後
の
食
料
不
足
と
い
う
状
況
下
で
、
多
く
の
敷
地
が
村
松
と
同
様
に
農
地
や
畑
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
が

推
測
で
き
る
。
今
後
、
戦
争
痕
跡
の
調
査
は
、
過
去
に
撮
影
さ
れ
た
軍
用
地
の
空
中
写
真
か
ら
地
中
に
残
さ
れ
た
痕
跡
を
分
析
し
、
遺
構

の
位
置
を
特
定
す
る
と
い
う
方
法
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
発
掘
調
査
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
所
で
あ
っ
て
も
、
聞
き
取
り
調
査

や
写
真
、
小
規
模
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
よ
っ
て
地
下
の
遺
構
を
判
断
し
、
当
時
の
様
子
を
復
元
す
る
証
拠
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

４
．
地
中
レ
ー
ダ
探
査
（
Ｇ
Ｐ
Ｒ
：
Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ

　
Ｐ
ｅ
ｎ
ｅ
ｔ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ

　
Ｒ
ａ
ｄ
ａ
ｒ
）
に

よ
る
軍
用
飛
行
場
（
滑
走
路
）
範
囲
の
推
定

　
聞
き
取
り
調
査
お
よ
び
空
中
写
真
に
よ
っ
て
推
定
し
た
飛
行
場
滑
走
路
の
範
囲
に
つ
い
て
（
第
７
図
）、
実
際
に
地
中
の
堆
積
を
確
認

す
る
た
め
に
地
中
レ
ー
ダ
探
査
（
Ｇ
Ｐ
Ｒ
：
Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｐ
ｅ
ｎ
ｅ
ｔ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｒ
ａ
ｄ
ａ
ｒ
）
を
行
っ
た
。

　
地
中
レ
ー
ダ
探
査
は
、
電
磁
波
の
性
質
を
利
用
し
て
、
地
中
の
構
造
を
調
べ
る
方
法
で
あ
る
。
送
信
ア
ン
テ
ナ
か
ら
電
磁
波
を
地
中
に

送
信
す
る
こ
と
で
、
地
中
の
電
気
特
性
（
誘
電
率
・
導
電
率
）
の
異
な
る
物
体
か
ら
反
射
さ
れ
た
電
磁
波
を
受
信
ア
ン
テ
ナ
で
受
け
、
土

壌
や
堆
積
物
な
ど
、
性
質
が
異
な
る
部
分
を
反
映
し
た
受
信
信
号
か
ら
、
地
下
に
あ
る
遺
構
や
堆
積
の
変
化
お
よ
び
そ
の
深
度
を
測
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
（
物
理
探
査
学
会
二
〇
〇
八
、
佐
藤
ほ
か
二
〇
一
六
）。
今
回
の
Ｇ
Ｐ
Ｒ
探
査
で
は
、
送
受
信
機
分
離
型
ア
ン
テ
ナ
装
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置
で
あ
る
Ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｏ
ｒ
ｓ
＆
Ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
ｗ
ａ
ｒ
ｅ
社
製
ｐ
ｕ
ｌ
ｓ
ｅ
Ｅ
Ｋ
Ｋ
Ｏ
　
Ｐ
Ｒ
Ｏ
（
新
潟
大
学
災
害
・
復
興
科
学
研
究
所
所
有
）

を
用
い
た
。
当
初
の
調
査
は
、
ア
ン
シ
ー
ル
ド
タ
イ
プ
の
ア
ン
テ
ナ
一
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
で
行
っ
た
が
、
後
日
、
同
タ
イ
プ
の
二
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ

の
ア
ン
テ
ナ
を
用
い
て
再
度
測
定
を
行
っ
た
。
後
者
で
は
、
探
査
深
度
が
二
メ
ー
ト
ル
程
度
ま
で
と
浅
く
な
る
も
の
の
、
よ
り
詳
細
な
画

像
が
得
ら
れ
た
。
タ
イ
ヤ
付
き
の
カ
ー
ト
に
送
受
信
機
を
搭
載
し
、
タ
イ
ヤ
の
距
離
計
で
水
平
距
離
を
計
測
し
な
が
ら
、
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル

法
で
測
線
上
の
探
査
を
実
施
し
た
（
第
１
０
図
）。

　
ま
た
現
地
で
は
、
ワ
イ
ド
ア
ン
グ
ル
調
査
（
Ｃ
Ｍ
Ｐ
法
：
Ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｏ
ｎ
　
Ｍ
ｉ
ｄ
　
Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
）
を
行
う
こ
と
で
地
中
の
電
磁
波

速
度
を
計
測
し
、
そ
こ
か
ら
地
中
深
度
を
換
算
し
た
。
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
は
、
Ｄ
Ｅ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
お
よ
び
Ａ
Ｇ
Ｃ
の
フ
ィ
ル
タ
処
理
を
行
っ
た
。

な
お
、
調
査
範
囲
は
若
干
の
地
形
変
化
が
認
め
ら
れ
た
が
、
地
形
補
正
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
探
査
範
囲
は
村
松
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
圃
場
お
よ
び
県
道
（
十
七
号
）
で
あ
る
。
第
３
圃
場
の
基
本
層
序
で
は
、
地
表
面
か
ら
深
度
約
〇
・

二
～
〇
・
四
メ
ー
ト
ル
が
道
や
耕
作
土
で
あ
り
、
そ
の
下
に
堆
積
し
て
い
る
滑
走
路
造
成
土
と
考
え
ら
れ
る
土
層
は
地
表
面
下
約
〇
・
八

メ
ー
ト
ル
、
さ
ら
に
下
層
の
塹
壕
埋
土
は
約
一
・
三
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
ま
で
確
認
で
き
る
。
そ
こ
で
、
探
査
測
線
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）、
地
形
図

お
よ
び
空
中
写
真
で
推
定
し
た
滑
走
路
お
よ
び
探
査
結
果
に
影
響
す
る
可
能
性
が
あ
る
道
や
区
画
を
第
１
１
図
、
地
表
面
か
ら
深
度
一
・

五
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
レ
ー
ダ
探
査
結
果
に
、
滑
走
路
造
成
土
が
み
ら
れ
る
深
度
（
中
層
：
地
表
面
下
約
〇
・
四
～
〇
・
八
メ
ー
ト
ル
）、
塹

壕
と
考
え
ら
れ
る
遺
構
の
深
度
（
下
層
：
地
表
面
下
約
〇
・
八
メ
ー
ト
ル
～
一
・
五
メ
ー
ト
ル
）、
反
射
に
影
響
が
あ
る
（
正
し
い
反
射
結

果
が
出
な
い
可
能
性
が
あ
る
）
敷
地
の
境
界
（
道
が
交
差
す
る
部
分
な
ど
）
の
う
ち
反
射
が
強
い
部
分
を
第
１
２
図
と
し
て
示
し
た
。

　
反
射
面
は
物
性
な
ど
を
反
映
し
た
電
磁
特
性
の
違
い
で
あ
る
た
め
、
反
射
が
弱
い
部
分
に
は
人
為
的
な
掘
削
の
痕
跡
が
な
い
と
推
測
さ

れ
る
一
方
で
、
反
射
が
強
い
部
分
は
そ
の
要
素
が
多
い
、
人
為
的
な
改
変
に
よ
る
堆
積
の
変
化
な
ど
が
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

　
圃
場
の
道
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
６
９
～
７
９
：
石
敷
き
）
お
よ
び
県
道
十
七
号
の
歩
道
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
８
０
：
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
上
）
の
全
体
で
、
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が
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で
は
、
探
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深
度
が
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程
度
ま
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と
浅
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る
も
の
の
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よ
り
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画
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ァ
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探
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（
第
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を
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こ
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、
そ
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を
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地
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探
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お
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び
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十
七
号
）
で
あ
る
。
第
３
圃
場
の
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層
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地
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面
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深
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・
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・
四
メ
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ト
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が
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や
耕
作
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で
あ
り
、
そ
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に
堆
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し
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造
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と
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る
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約
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・
八
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、
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に
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の
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埋
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三
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の
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ま
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に
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が
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る
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度
（
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下
約
〇
・
四
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・
八
メ
ー
ト
ル
）、
塹
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と
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え
ら
れ
る
遺
構
の
深
度
（
下
層
：
地
表
面
下
約
〇
・
八
メ
ー
ト
ル
～
一
・
五
メ
ー
ト
ル
）、
反
射
に
影
響
が
あ
る
（
正
し
い
反
射
結

果
が
出
な
い
可
能
性
が
あ
る
）
敷
地
の
境
界
（
道
が
交
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す
る
部
分
な
ど
）
の
う
ち
反
射
が
強
い
部
分
を
第
１
２
図
と
し
て
示
し
た
。

　
反
射
面
は
物
性
な
ど
を
反
映
し
た
電
磁
特
性
の
違
い
で
あ
る
た
め
、
反
射
が
弱
い
部
分
に
は
人
為
的
な
掘
削
の
痕
跡
が
な
い
と
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さ
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る
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で
、
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が
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い
部
分
は
そ
の
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素
が
多
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、
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な
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に
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る
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の
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が
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れ
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。
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Ｎ
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９
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９
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上
層
の
地
表
面
下
約
〇
・
四
メ
ー
ト
ル
ま
で
に
強
い
反
応
が
あ
り
、
こ
れ
は
道
と
し
て
の
造
成
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
滑
走

路
造
成
土
と
考
え
ら
れ
る
堆
積
が
あ
る
中
層
、
地
表
面
下
約
〇
・
四
～
〇
・
八
メ
ー
ト
ル
で
反
射
が
強
い
部
分
を
み
る
と
、
ほ
ぼ
全
域
に
わ

た
っ
て
認
め
ら
れ
る
一
方
で
、反
射
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
部
分
も
存
在
し
て
い
る
。
な
お
、堆
積
を
確
認
し
た
調
査
ト
レ
ン
チ
（
Ｔ

１
～
Ｔ
３
）
付
近
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
７
１
に
は
、
強
い
反
射
が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
塹
壕
の
底
部
と
判
断
さ
れ
る
遺
構
が
残
る
下
層
の
地
表
面

下
約
〇
・
八
～
一
・
五
メ
ー
ト
ル
で
は
、
中
層
に
強
い
反
射
が
あ
る
範
囲
の
中
で
、
特
に
反
射
が
強
い
部
分
と
し
て
点
在
し
て
い
る
状
況
が

認
め
ら
れ
る
。

　
圃
場
の
調
査
ト
レ
ン
チ
Ｔ
４
と
堀
・
溝
状
遺
構
地
点
の
Ｓ
Ｄ
０
１
で
確
認
さ
れ
た
、
自
然
堆
積
の
黒
褐
色
土
層
と
黄
褐
色
土
層
が
圃
場

の
地
表
面
下
一
・
五
メ
ー
ト
ル
ま
で
に
広
く
連
続
的
に
堆
積
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
強
い
反
射
が
で
る
要
素
は
少
な
く
、
今
回
の
測
定
結

果
の
う
ち
強
い
反
射
の
あ
る
部
分
は
、
人
為
的
な
掘
削
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
。
圃
場
全
体
が
練
兵
場
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
滑
走
路

と
な
っ
た
部
分
以
外
に
も
塹
壕
が
存
在
し
て
お
り
、
聞
き
取
り
で
は
戦
後
、
人
力
で
の
開
墾
が
困
難
で
あ
っ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
圃
場

全
体
に
滑
走
路
造
成
に
伴
っ
て
、
塹
壕
を
埋
め
て
平
ら
に
す
る
と
い
っ
た
造
成
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
塹
壕
埋
土
や
滑
走
路
造
成
土
と
考
え
ら
れ
る
土
層
は
、
砂
礫
な
ど
の
混
入
や
、
転
圧
に
よ
り
硬
化
し
た
部
分
が
あ
り
、
礫
な
ど
は
、
放

物
線
状
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
Ｇ
Ｐ
Ｒ
画
像
と
し
て
現
れ
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
集
合
が
中
層
・
下
層
に
強
い
反
射
が
あ
る
部
分
の
要
因
と
考

え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
中
層
・
下
層
で
反
射
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
範
囲
に
は
塹
壕
が
構
築
さ
れ
て
お
ら
ず
、
造
成
土
は
地
表
面
下
約

〇
・
四
メ
ー
ト
ル
ま
で
に
堆
積
、
戦
後
の
開
墾
で
耕
作
土
と
な
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

５
．
ま

　
と

　
め 
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塹
壕
の
構
築
と
滑
走
路
の
造
成
に
よ
り
、
現
在
の
堆
積
と
な
っ
た
過
程
に
つ
い
て
（
第
１
３
図
）、
ま
ず
自
然
堆
積
（
Ⅱ
層
・
Ⅲ
層
）

を
掘
削
し
て
塹
壕
を
構
築
す
る
過
程
で
、構
築
面
の
片
側
あ
る
い
は
両
側
に
黒
褐
色
土
と
黄
褐
色
土
の
混
合
土
が
堆
積
す
る
。
こ
れ
は
堀
・

溝
状
遺
構
地
点
の
Ｓ
Ｄ
０
１
（
６
層
）
で
確
認
さ
れ
る
（
第
１
４
図
）。
そ
し
て
飛
行
場
滑
走
路
の
造
成
に
伴
い
重
機
が
移
動
で
き
る
よ

う
、
塹
壕
や
土
塁
が
構
築
さ
れ
て
い
た
練
兵
場
・
射
撃
場
は
盛
土
や
土
塁
を
落
ち
込
み
の
埋
土
と
し
、
全
体
を
均
す
た
め
に
塹
壕
を
構
築

し
て
い
な
い
場
所
の
黒
褐
色
土
層
（
Ⅱ
層
）
を
含
む
上
層
を
削
平
し
て
均
し
、
滑
走
路
の
平
坦
面
を
構
築
し
た
と
い
う
工
程
を
復
元
で
き

る
。
な
お
、
塹
壕
の
形
状
に
つ
い
て
、
昭
和
二
年
に
発
行
さ
れ
た
『
野
戦
築
城
教
範
』
に
掲
載
さ
れ
た
射
撃
用
の
壕
を
み
る
と
、
壕
に
は

様
々
な
形
態
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
第
１
５
図
）。
な
お
、
佐
藤
氏
へ
の
聞
き
取
り
に
あ
る
、
敵
側
と
な
る
方
向
に
の
み
盛
土
し
、
そ

こ
か
ら
射
撃
を
行
う
、
道
と
し
て
使
用
す
る
場
合
は
両
側
に
盛
土
し
た
と
い
う
内
容
に
よ
れ
ば
、
両
側
に
盛
土
が
確
認
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
０
１

に
つ
い
て
は
「
道
（
壕
）」
と
し
て
構
築
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
四
十
四
年
測
図
の
地
形
図
で
は
Ｓ
Ｄ
０
１
が
位
置
す
る
射
撃
場

の
南
側
に
は
、
茶
畑
や
道
に
沿
っ
た
溝
と
思
わ
れ
る
記
号
が
認
め
ら
れ
る
。
全
体
の
形
状
は
異
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
こ
う
い
っ
た
溝
を

含
め
て
こ
の
場
所
に
塹
壕
や
道
が
構
築
さ
れ
た
時
期
は
、
昭
和
六
年
修
正
測
図
さ
れ
た
地
形
図
の
状
態
ま
で
軍
用
地
が
拡
大
し
た
後
で
あ

る
と
判
断
で
き
る
。

　
ま
た
、
村
松
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
山
林
内
に
廃
棄
さ
れ
た
医
療
関
係
の
廃
棄
物
と
、
陸
軍
兵
舎
と
練
兵
場
の
間
に
位
置
す
る
陸
軍
病
院
の

関
連
に
つ
い
て
、
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
に
創
設
さ
れ
た
村
松
衛
戍
病
院
は
、
新
発
田
衛
戍
病
院
村
松
分
院
（
大
正
十
四
年
）、

新
発
田
陸
軍
病
院
臨
時
村
松
分
院
（
昭
和
十
三
年
）
を
経
て
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
に
村
松
陸
軍
病
院
と
な
る
。
戦
後
は
国
立
村

松
病
院
と
し
て
、
昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
に
は
国
立
療
養
所
村
松
病
院
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
に
現
在
の
南
部
郷
厚
生
病
院

が
開
設
さ
れ
る
。
昭
和
十
五
年
～
三
十
年
代
が
主
体
、
昭
和
四
十
年
代
が
下
限
と
い
う
廃
棄
物
の
年
代
に
よ
れ
ば
、
陸
軍
病
院
お
よ
び
結

核
療
養
所
で
あ
っ
た
国
立
療
養
所
村
松
病
院
が
該
当
す
る
。
戦
後
、
抗
生
物
質
が
治
療
に
使
わ
れ
、
結
核
は
治
る
病
気
と
な
り
、
結
核
に
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塹
壕
の
構
築
と
滑
走
路
の
造
成
に
よ
り
、
現
在
の
堆
積
と
な
っ
た
過
程
に
つ
い
て
（
第
１
３
図
）、
ま
ず
自
然
堆
積
（
Ⅱ
層
・
Ⅲ
層
）

を
掘
削
し
て
塹
壕
を
構
築
す
る
過
程
で
、構
築
面
の
片
側
あ
る
い
は
両
側
に
黒
褐
色
土
と
黄
褐
色
土
の
混
合
土
が
堆
積
す
る
。
こ
れ
は
堀
・

溝
状
遺
構
地
点
の
Ｓ
Ｄ
０
１
（
６
層
）
で
確
認
さ
れ
る
（
第
１
４
図
）。
そ
し
て
飛
行
場
滑
走
路
の
造
成
に
伴
い
重
機
が
移
動
で
き
る
よ

う
、
塹
壕
や
土
塁
が
構
築
さ
れ
て
い
た
練
兵
場
・
射
撃
場
は
盛
土
や
土
塁
を
落
ち
込
み
の
埋
土
と
し
、
全
体
を
均
す
た
め
に
塹
壕
を
構
築

し
て
い
な
い
場
所
の
黒
褐
色
土
層
（
Ⅱ
層
）
を
含
む
上
層
を
削
平
し
て
均
し
、
滑
走
路
の
平
坦
面
を
構
築
し
た
と
い
う
工
程
を
復
元
で
き

る
。
な
お
、
塹
壕
の
形
状
に
つ
い
て
、
昭
和
二
年
に
発
行
さ
れ
た
『
野
戦
築
城
教
範
』
に
掲
載
さ
れ
た
射
撃
用
の
壕
を
み
る
と
、
壕
に
は

様
々
な
形
態
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
第
１
５
図
）。
な
お
、
佐
藤
氏
へ
の
聞
き
取
り
に
あ
る
、
敵
側
と
な
る
方
向
に
の
み
盛
土
し
、
そ

こ
か
ら
射
撃
を
行
う
、
道
と
し
て
使
用
す
る
場
合
は
両
側
に
盛
土
し
た
と
い
う
内
容
に
よ
れ
ば
、
両
側
に
盛
土
が
確
認
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
０
１

に
つ
い
て
は
「
道
（
壕
）」
と
し
て
構
築
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
四
十
四
年
測
図
の
地
形
図
で
は
Ｓ
Ｄ
０
１
が
位
置
す
る
射
撃
場

の
南
側
に
は
、
茶
畑
や
道
に
沿
っ
た
溝
と
思
わ
れ
る
記
号
が
認
め
ら
れ
る
。
全
体
の
形
状
は
異
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
こ
う
い
っ
た
溝
を

含
め
て
こ
の
場
所
に
塹
壕
や
道
が
構
築
さ
れ
た
時
期
は
、
昭
和
六
年
修
正
測
図
さ
れ
た
地
形
図
の
状
態
ま
で
軍
用
地
が
拡
大
し
た
後
で
あ

る
と
判
断
で
き
る
。

　
ま
た
、
村
松
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
山
林
内
に
廃
棄
さ
れ
た
医
療
関
係
の
廃
棄
物
と
、
陸
軍
兵
舎
と
練
兵
場
の
間
に
位
置
す
る
陸
軍
病
院
の

関
連
に
つ
い
て
、
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
に
創
設
さ
れ
た
村
松
衛
戍
病
院
は
、
新
発
田
衛
戍
病
院
村
松
分
院
（
大
正
十
四
年
）、

新
発
田
陸
軍
病
院
臨
時
村
松
分
院
（
昭
和
十
三
年
）
を
経
て
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
に
村
松
陸
軍
病
院
と
な
る
。
戦
後
は
国
立
村

松
病
院
と
し
て
、
昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
に
は
国
立
療
養
所
村
松
病
院
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
に
現
在
の
南
部
郷
厚
生
病
院

が
開
設
さ
れ
る
。
昭
和
十
五
年
～
三
十
年
代
が
主
体
、
昭
和
四
十
年
代
が
下
限
と
い
う
廃
棄
物
の
年
代
に
よ
れ
ば
、
陸
軍
病
院
お
よ
び
結

核
療
養
所
で
あ
っ
た
国
立
療
養
所
村
松
病
院
が
該
当
す
る
。
戦
後
、
抗
生
物
質
が
治
療
に
使
わ
れ
、
結
核
は
治
る
病
気
と
な
り
、
結
核
に
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よ
る
死
亡
者
数
は
昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）
年
の
約
十
四
万
六
千
人
か
ら
昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
に
は
半
減
、
し
か
し
戦
後
の

混
乱
が
続
く
中
、
一
九
六
〇
年
代
初
頭
に
な
っ
て
も
毎
年
約
三
万
人
の
死
亡
者
が
み
ら
れ
た
（
池
田
ほ
か
二
〇
〇
三
）。
現
在
で
は
結
核

の
感
染
経
路
は
空
気
（
飛
沫
核
）
感
染
で
あ
り
、
接
触
感
染
は
な
い
こ
と
が
あ
る
程
度
周
知
さ
れ
て
い
る
が
、
使
用
済
み
の
医
療
品
に
関

し
て
は
忌
避
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
が
想
像
に
難
く
な
い
。
ま
た
、
空
中
写
真
を
み
る
と
昭
和
五
十
年
か
ら
昭
和
五
十
八
年
で
は
、
病
院

の
敷
地
に
あ
る
建
物
に
変
化
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
（
第
８
図
）、
建
物
の
取
り
壊
し
な
ど
に
伴
う
廃
棄
が
、
人
目
に
付
き
に
く
い
場
所

で
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
近
現
代
の
廃
棄
物
は
、
過
去
に
起
き
た
人
間
の
活
動
痕
跡
で
あ
る
と
い
う
視
点
か
ら
み
る
と
、
た
だ
の
「
ゴ
ミ
」
で
は
な
く
な
る
。
こ

う
い
っ
た
特
定
の
機
関
で
の
使
用
が
分
か
る
遺
物
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
廃
棄
の
あ
り
方
は
も
と
よ
り
、
社
会
の
動
き
と
関
連
す

る
モ
ノ
と
し
て
、
そ
の
事
が
地
域
に
与
え
た
影
響
を
解
明
す
る
根
拠
と
な
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

　
戦
後
七
十
六
年
、
聞
き
取
り
調
査
・
踏
査
に
よ
っ
て
浮
か
び
上
が
っ
た
、
村
松
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
痕
跡
を
対
象
と

し
て
行
っ
た
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
旧
陸
軍
練
兵
場
・
射
撃
場
に
伴
う
塹
壕
お
よ
び
飛
行
場
滑
走
路
の
造
成
土
と
考
え
ら
れ
る
堆
積
や
、

戦
中
・
戦
後
（
昭
和
一
〇
～
三
十
年
代
頃
）
の
遺
物
を
確
認
し
た
（
新
潟
大
学
考
古
学
研
究
室
二
〇
二
一
）。
そ
の
後
、
さ
ら
に
具
体
的

な
当
時
の
状
況
を
復
元
す
る
た
め
に
、
聞
き
取
り
調
査
の
内
容
を
精
査
し
、
発
掘
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
地
中
レ
ー
ダ
探
査
を
試
み
た

結
果
、
圃
場
全
体
に
当
時
の
痕
跡
と
し
て
塹
壕
跡
や
滑
走
路
造
成
土
が
残
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
結
果
を
得
た
。

　
今
回
の
調
査
結
果
を
今
後
の
指
標
と
し
て
、
さ
ら
に
継
続
的
な
聞
き
取
り
調
査
や
補
助
的
な
地
中
探
査
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
詳
細
な

痕
跡
の
分
析
が
可
能
と
な
る
。
聞
き
取
り
調
査
で
は
村
松
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
周
辺
に
あ
る
陸
軍
兵
舎
を
中
心
と
し
て
、
軍
用
飛
行
場
の
関

連
施
設
と
し
て
各
所
に
つ
く
ら
れ
た
防
空
壕
や
格
納
庫
、
愛
宕
山
の
崖
に
掘
ら
れ
た
横
穴
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
作
ら
れ
た
射
撃
場
の
壕
、

高
射
砲
台
、
陸
軍
墓
地
な
ど
の
様
子
が
証
言
さ
れ
て
い
る
（
第
３
表
）。
こ
う
い
っ
た
消
え
ゆ
く
戦
争
の
痕
跡
と
、
地
域
社
会
の
人
々
の
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記
憶
を
ア
ー
カ
イ
ブ
す
る
活
動
を
、
今
行
う
べ
き
で
あ
る
。
日
々
消
失
し
て
い
る
多
く
の
近
現
代
の
遺
跡
に
対
し
て
は
、
発
掘
調
査
を
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
て
も
、
短
時
間
で
比
較
的
安
価
に
痕
跡
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
三
次
元
計
測
の
活
用
が
期
待
さ
れ

る
。
村
松
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
も
、
実
際
の
測
量
と
合
わ
せ
て
写
真
や
動
画
の
撮
影
を
行
っ
て
お
り
、
発
表
用
の
資
料

と
し
て
色
や
奥
行
き
が
分
か
り
や
す
い
遺
構
の
平
面
や
、
通
常
は
拓
本
や
実
測
な
ど
で
記
録
す
る
標
柱
の
文
字
に
つ
い
て
、
写
真
を
用
い

た
三
次
元
モ
デ
ル
を
作
成
し
、
可
視
化
し
て
い
る
（
第
１
６
図
）。

　
村
松
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
実
施
し
た
発
掘
調
査
は
、
新
潟
で
は
は
じ
め
て
の
本
格
的
な
戦
争
遺
跡
の
調
査
と
な
っ
た
。
ま
た
、
戦
争
を
知

ら
な
い
世
代
で
あ
る
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
調
査
を
行
い
、
記
録
を
残
し
た
こ
と
は
、
戦
争
を
学
ぶ
と
い
う
観
点
か
ら
、
意
義
を
持
つ
も

の
で
あ
る
。
今
後
、
こ
う
い
っ
た
調
査
の
成
果
が
、
地
域
の
文
化
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

注（
１
）	

旧
陸
軍
施
設
関
係
資
料
の
調
査
で
は
、
旧
陸
軍
建
物
利
用
図
面
、「
建
物
現
況
写
真
」
綴
と
い
っ
た
資
料
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

な
お
一
九
七
〇
年
代
後
半
ま
で
は
農
場
の
付
属
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
た
旧
陸
軍
関
連
の
建
物
は
解
体
さ
れ
、
現
在
は
残
っ
て
い

な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
（
中
村
二
〇
一
七
）。

（
２
）	

新
潟
大
学
考
古
学
研
究
室
二
〇
二
一
『
新
潟
大
学
考
古
学
研
究
室
調
査
研
究
報
告
』
第
二
〇
号
、
新
潟
大
学
考
古
学
研
究
室
（
全

国
遺
跡
報
告
総
覧
・
新
潟
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
）。

（
３
）	

明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
に
村
松
衛
戍
病
院
と
し
て
創
設
、
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
に
新
発
田
衛
戍
病
院
村
松
分
院
、

昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
に
新
発
田
陸
軍
病
院
臨
時
村
松
分
院
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
に
村
松
陸
軍
病
院
と
な
る
（
厚

生
省
五
十
年
史
編
集
委
員
会[

編]

一
九
八
八
：
一
五
六
頁
）。
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記
憶
を
ア
ー
カ
イ
ブ
す
る
活
動
を
、
今
行
う
べ
き
で
あ
る
。
日
々
消
失
し
て
い
る
多
く
の
近
現
代
の
遺
跡
に
対
し
て
は
、
発
掘
調
査
を
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
て
も
、
短
時
間
で
比
較
的
安
価
に
痕
跡
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
三
次
元
計
測
の
活
用
が
期
待
さ
れ

る
。
村
松
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
も
、
実
際
の
測
量
と
合
わ
せ
て
写
真
や
動
画
の
撮
影
を
行
っ
て
お
り
、
発
表
用
の
資
料

と
し
て
色
や
奥
行
き
が
分
か
り
や
す
い
遺
構
の
平
面
や
、
通
常
は
拓
本
や
実
測
な
ど
で
記
録
す
る
標
柱
の
文
字
に
つ
い
て
、
写
真
を
用
い

た
三
次
元
モ
デ
ル
を
作
成
し
、
可
視
化
し
て
い
る
（
第
１
６
図
）。

　
村
松
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
実
施
し
た
発
掘
調
査
は
、
新
潟
で
は
は
じ
め
て
の
本
格
的
な
戦
争
遺
跡
の
調
査
と
な
っ
た
。
ま
た
、
戦
争
を
知

ら
な
い
世
代
で
あ
る
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
調
査
を
行
い
、
記
録
を
残
し
た
こ
と
は
、
戦
争
を
学
ぶ
と
い
う
観
点
か
ら
、
意
義
を
持
つ
も

の
で
あ
る
。
今
後
、
こ
う
い
っ
た
調
査
の
成
果
が
、
地
域
の
文
化
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

注（
１
）	

旧
陸
軍
施
設
関
係
資
料
の
調
査
で
は
、
旧
陸
軍
建
物
利
用
図
面
、「
建
物
現
況
写
真
」
綴
と
い
っ
た
資
料
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

な
お
一
九
七
〇
年
代
後
半
ま
で
は
農
場
の
付
属
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
た
旧
陸
軍
関
連
の
建
物
は
解
体
さ
れ
、
現
在
は
残
っ
て
い

な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
（
中
村
二
〇
一
七
）。

（
２
）	

新
潟
大
学
考
古
学
研
究
室
二
〇
二
一
『
新
潟
大
学
考
古
学
研
究
室
調
査
研
究
報
告
』
第
二
〇
号
、
新
潟
大
学
考
古
学
研
究
室
（
全

国
遺
跡
報
告
総
覧
・
新
潟
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
）。

（
３
）	

明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
に
村
松
衛
戍
病
院
と
し
て
創
設
、
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
に
新
発
田
衛
戍
病
院
村
松
分
院
、

昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
に
新
発
田
陸
軍
病
院
臨
時
村
松
分
院
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
に
村
松
陸
軍
病
院
と
な
る
（
厚

生
省
五
十
年
史
編
集
委
員
会[

編]

一
九
八
八
：
一
五
六
頁
）。
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（
４
）	

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
年
の
陶
磁
器
製
品
の
公
定
価
格
の
指
定
を
受
け
て
、製
造
者
が
分
か
る
よ
う
な
番
号
（
統
制
番
号
）「
捺

印
又
は
刻
印
」
が
記
さ
れ
た
製
品
。
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
か
ら
昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
年
頃
ま
で
岐
阜
県
を
は
じ
め
各

地
で
製
作
さ
れ
て
い
る
（
舟
橋
　
健
二
〇
一
五
）。

（
５
）
航
空
基
地
関
係
資
料
、
大
分
県
臼
杵
市
（
文
化
財
・
ふ
る
さ
と
再
発
見
）「
家
野
の
飛
行
場
」
大
分
県
臼
杵
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
更
新
日
付
二
〇
一
九
年
二
月
二
十
八
日
、https://w
w
w
.city.usuki.oita.jp/docs/2014020300444/

、
ア
ク
セ
ス
日
付

二
〇
二
一
年
十
一
月
二
十
二
日
、
な
ど
。

（
６
）
昭
和
二
十
年
頃
は
陸
軍
墓
地
で
あ
っ
た
と
い
う
聞
き
取
り
の
証
言
が
あ
る
。

謝
辞

　
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
新
潟
大
学
考
古
学
研
究
室
の
発
掘
調
査
と
し
て
任
せ
て
く
だ
さ
っ
た
白
石
典
之
先
生
、
発
掘
調
査
を
は

じ
め
と
す
る
調
査
に
全
面
的
に
ご
支
援
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
村
松
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
山
田
宜
永
先
生
、
高
橋
能
彦
先
生
、
吉
田
智
佳

子
先
生
、
石
本
光
明
さ
ま
、
青
木
由
利
子
さ
ま
、
杉
野
ゆ
か
り
さ
ま
、
西
川
孝
一
さ
ま
、
佐
藤
　
翼
さ
ま
、
五
泉
市
教
育
委
員
会
の
山
﨑
　

天
さ
ま
、
二
回
目
の
聞
き
取
り
調
査
を
ご
快
諾
く
だ
さ
っ
た
佐
藤
峰
雄
先
生
、
新
潟
大
学
の
野
外
実
習
に
参
加
し
、
報
告
書
を
作
成
し
た

学
生
た
ち
、ま
た
今
回
の
研
究
に
お
け
る
ご
指
導
と
論
文
へ
の
ご
同
意
を
い
た
だ
い
た
片
岡
香
子
先
生
、卜
部
厚
志
先
生
、中
村
　
元
先
生
、

な
ら
び
に
発
表
の
機
会
を
い
た
だ
い
た
新
潟
日
報
社
、
毎
日
新
聞
社
、
新
潟
県
考
古
学
会
、
新
潟
史
学
会
、
新
潟
郷
土
史
研
究
会
、
新
潟

考
古
学
談
話
会
の
皆
さ
ま
、
末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
、
心
か
ら
感
謝
の
気
持
ち
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

引
用
・
参
考
文
献
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青
木
純
一
、二
〇
一
六
「
日
本
に
お
け
る
結
核
療
養
所
の
歴
史
と
時
期
区
分
に
関
す
る
考
察
」『
専
修
大
学
社
会
科
学
年
報
』
第
五
〇
号
、

専
修
大
学
社
会
科
学
研
究
所
、
三
～
二
十
二
頁

池
田
一
夫
・
灘
岡
陽
子
・
倉
科
周
介
、二
〇
〇
三
「
人
口
動
態
統
計
か
ら
み
た
２
０
世
紀
の
結
核
対
策
」『
東
京
都
健
康
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
年
報
』
第
５
４
号
、
東
京
都
健
康
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
、
三
六
五
～
三
六
九
頁

菊
池
　
実
、
二
〇
〇
五
『
近
代
日
本
の
戦
争
遺
跡
―
戦
跡
考
古
学
の
調
査
と
研
究
』
青
木
書
店

菊
池
　
実
、
二
〇
〇
八
『
戦
争
遺
跡
の
発
掘
・
陸
軍
前
橋
飛
行
場
』（
シ
リ
ー
ズ
「
遺
跡
を
学
ぶ
」
０
４
７
）、
新
泉
社

黒
埼
町
、
二
〇
〇
〇
「
山
田
島
飛
行
場
建
設
の
勤
奉
隊
」『
黒
埼
町
史
』
通
史
編
、
黒
埼
町
、
五
三
八
頁

小
出
町
教
育
委
員
会
、
一
九
九
八
「
４
　
八
色
原
飛
行
場
」『
小
出
町
史
』
下
巻
（
近
代
・
現
代
・
人
物
）、
小
出
町
、
七
〇
一
～
七
〇
六

頁
厚
生
省
五
十
年
史
編
集
委
員
会
（
編
）、
一
九
八
八
『
厚
生
省
五
十
年
史
』
資
料
編
、
厚
生
問
題
研
究
会

佐
藤
源
之
・
金
田
明
大
・
高
橋
一
徳
（
編
）、
二
〇
一
六
『
地
中
レ
ー
ダ
ー
を
応
用
し
た
遺
跡
探
査
―
Ｇ
Ｐ
Ｒ
の
原
理
と
利
用
』
東
北
ア

ジ
ア
学
術
読
本
６
、
東
北
大
学
出
版
会

十
菱
駿
武
・
菊
池
　
実
、
二
〇
〇
二
『
し
ら
べ
る
戦
争
遺
跡
の
事
典
』
柏
書
房

第
一
復
員
局
一
九
四
六
『
本
土
航
空
作
戦
記
録
』
第
一
復
員
局

東
京
都
福
祉
保
健
局
感
染
症
対
策
部
防
疫
・
情
報
管
理
課
、
二
〇
二
一
『
医
療
機
関
に
お
け
る
結
核
対
策
の
手
引
』
東
京
都
福
祉
保
健
局

中
村
　
元
、
二
〇
一
七
「
新
潟
大
学
農
学
部
附
属
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
村
松
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
残
る
旧
陸
軍
施
設
関
連

資
料
の
基
礎
的
検
討
」『
資
料
学
研
究
』
第
十
四
号
、
新
潟
大
学
大
学
院
現
代
社
会
文
化
研
究
科
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
大
域
的
文
化
シ
ス

テ
ム
の
再
構
成
に
関
す
る
資
料
学
的
研
究
」、
三
十
三
～
四
十
九
頁
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青
木
純
一
、二
〇
一
六
「
日
本
に
お
け
る
結
核
療
養
所
の
歴
史
と
時
期
区
分
に
関
す
る
考
察
」『
専
修
大
学
社
会
科
学
年
報
』
第
五
〇
号
、

専
修
大
学
社
会
科
学
研
究
所
、
三
～
二
十
二
頁

池
田
一
夫
・
灘
岡
陽
子
・
倉
科
周
介
、二
〇
〇
三
「
人
口
動
態
統
計
か
ら
み
た
２
０
世
紀
の
結
核
対
策
」『
東
京
都
健
康
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
年
報
』
第
５
４
号
、
東
京
都
健
康
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
、
三
六
五
～
三
六
九
頁

菊
池
　
実
、
二
〇
〇
五
『
近
代
日
本
の
戦
争
遺
跡
―
戦
跡
考
古
学
の
調
査
と
研
究
』
青
木
書
店

菊
池
　
実
、
二
〇
〇
八
『
戦
争
遺
跡
の
発
掘
・
陸
軍
前
橋
飛
行
場
』（
シ
リ
ー
ズ
「
遺
跡
を
学
ぶ
」
０
４
７
）、
新
泉
社

黒
埼
町
、
二
〇
〇
〇
「
山
田
島
飛
行
場
建
設
の
勤
奉
隊
」『
黒
埼
町
史
』
通
史
編
、
黒
埼
町
、
五
三
八
頁

小
出
町
教
育
委
員
会
、
一
九
九
八
「
４
　
八
色
原
飛
行
場
」『
小
出
町
史
』
下
巻
（
近
代
・
現
代
・
人
物
）、
小
出
町
、
七
〇
一
～
七
〇
六

頁
厚
生
省
五
十
年
史
編
集
委
員
会
（
編
）、
一
九
八
八
『
厚
生
省
五
十
年
史
』
資
料
編
、
厚
生
問
題
研
究
会

佐
藤
源
之
・
金
田
明
大
・
高
橋
一
徳
（
編
）、
二
〇
一
六
『
地
中
レ
ー
ダ
ー
を
応
用
し
た
遺
跡
探
査
―
Ｇ
Ｐ
Ｒ
の
原
理
と
利
用
』
東
北
ア

ジ
ア
学
術
読
本
６
、
東
北
大
学
出
版
会

十
菱
駿
武
・
菊
池
　
実
、
二
〇
〇
二
『
し
ら
べ
る
戦
争
遺
跡
の
事
典
』
柏
書
房

第
一
復
員
局
一
九
四
六
『
本
土
航
空
作
戦
記
録
』
第
一
復
員
局

東
京
都
福
祉
保
健
局
感
染
症
対
策
部
防
疫
・
情
報
管
理
課
、
二
〇
二
一
『
医
療
機
関
に
お
け
る
結
核
対
策
の
手
引
』
東
京
都
福
祉
保
健
局

中
村
　
元
、
二
〇
一
七
「
新
潟
大
学
農
学
部
附
属
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
村
松
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
残
る
旧
陸
軍
施
設
関
連

資
料
の
基
礎
的
検
討
」『
資
料
学
研
究
』
第
十
四
号
、
新
潟
大
学
大
学
院
現
代
社
会
文
化
研
究
科
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
大
域
的
文
化
シ
ス

テ
ム
の
再
構
成
に
関
す
る
資
料
学
的
研
究
」、
三
十
三
～
四
十
九
頁
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新
潟
大
学
五
十
年
史
編
集
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
『
新
潟
大
学
五
十
年
史	

部
局
編
』
新
潟
大
学
五
十
年
史
刊
行
委
員
会
、
八
〇
五
～

八
六
七
頁

新
潟
大
学
考
古
学
研
究
室
、
二
〇
二
一
『
新
潟
大
学
考
古
学
研
究
室
調
査
研
究
報
告
』
第
２
０
号
、
新
潟
大
学
考
古
学
研
究
室

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
、
一
九
六
八
『
本
土
防
空
作
戦
』
戦
史
叢
書
、
朝
雲
新
聞
社

南
ア
ル
プ
ス
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
七
『
ロ
タ
コ
（
御
勅
使
河
原
飛
行
場
跡
）』
南
ア
ル
プ
ス
市
教
育
委
員
会

村
松
町
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
七
七
『
村
松
町
史
』
資
料
編
第
四
巻
近
現
代
、
村
松
町
教
育
委
員
会
事
務
局

村
松
町
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
二
『
村
松
町
史
』
下
巻
、
村
松
町
教
育
委
員
会
事
務
局

舟
橋
　
健
、
二
〇
一
五
「
番
号
の
付
け
ら
れ
た
や
き
も
の
～
紀
年
銘
の
あ
る
製
品
と
瑞
浪
の
製
品
に
み
ら
れ
る
特
徴
～
」『
瑞
浪
市
歴
史

資
料
集
』
第
３
集
、
瑞
浪
市
陶
磁
資
料
館
、
一
～
一
五
頁

物
理
探
査
学
会
（
編
）、
二
〇
〇
八
「
第
８
章
　
地
中
レ
ー
ダ
」『
新
版
物
理
探
査
適
用
の
手
引
き
―
土
木
物
理
探
査
マ
ニ
ュ
ア
ル

２
０
０
８
―
』
物
理
探
査
学
会
、
二
八
一

－

二
九
九
頁

星
野
昌
一
、一
九
四
四
『
防
空
と
偽
装
』
乾
元
社

陸
軍
省
（
編
）、
一
九
二
七
『
野
戦
築
城
教
範
』
兵
用
図
書
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